
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 総合スポーツⅠ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

さまざまな競技に挑戦する中で自己の運動能力や資質を高め、自己の競技力向上に役立てられるよ

うにしよう。 

さまざまな競技にふれることで生涯スポーツの確立やスポーツにかかわる大切さを学ぼう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・それぞれの種目で必要な体力の要素や特性を理解し、種目にあったトレーニング方法や練習方法

を自分たちで考えられるようになる。 

・種目のルールを理解した上で協力して安全に行い、審判なども自分たちでできるようになる。 

・各種目に必要な体力の要素をまとめたり、そのスポーツ種目に関することを他者に説明したりす

ることができるようになる。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・記録や技能向上に挑戦し、

運動を豊かに実践すること

ができるようになる。 

・運動の合理的な実践を通し

て、種目特性に応じて勝敗

を競ったり、攻防を展開し

たり、表現するための各領

域の運動特性に応じた段階

的な技能を身に付ける。 

・運動の技術の名称や行い方

や、体力の高め方、課題解

決の方法、練習や発表の仕

方、スポーツを行う際の健

康・安全の確保の仕方につ

いての具体的な方法を理解

している。 

 

・学んだ知識を活用し、技能向

上につなげることができる。 

・自己や仲間の課題に応じた運

動を継続するための取り組

みを工夫することができる。 

・運動を継続したり、体力や技

能向上をしたりするための

計画を考えることができる。 

・学習で得た成果を自ら応用・

発展させ、実生活に生かすこと

ができる。 

・健康や安全を確保して自ら主

体的に取り組む。 

・合理的な実践を通して運動の

楽しさや喜びを味わうこと

ができるようにする。 

・結果や勝敗を受け入れ、自他

の技能を客観的に判断でき

る。 

・運動における競争や協同の経

験を通して公正・協力・責任・

参画などの態度を身に付ける。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

陸

上

競

技 

７種競技の測定 

 

a: 記録の向上や競争の楽しさや

喜びを味わい，基本的な動きや効

率のよい動きを身に付けること

ができるようにする。 

b: 陸上競技の特性や成り立ち，

技術の名称や行い方，関連して高

まる体力などを理解し，課題に応

じた運動の取り組み方を工夫で

きるようにする。 

c: 陸上競技に積極的に取り組む

とともに，勝敗などを認め，ルー

ルやマナーを守ろうとすること，

分担した役割を果たそうとする

ことなどや，健康・安全に気を配

ることができるようにする。 

 

・確認テ

スト 

・スキル

テスト 

・プリント

の記述 

・振り返り 

・受講態

度の観察 

・自己評

価 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

パス等の基本練習 

サーブ 

スパイク 

3 段攻撃の練習 

試合 

a: 勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい，基本的な技能や仲間と連携

した動きでゲームが展開できる

ようにする。ボールや用具の操作

と定位置に戻るなどの動きによ

って空いた場所をめぐる攻防を

展開できるようにする。 

b: 球技の特性や成り立ち，技術

の名称や行い方，関連して高まる

体力などを理解し，課題に応じた

運動の取り組み方を工夫できる

ようにする。 

c: 球技に自主的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを大切にし

ようとすること，自己の責任を果

たそうとすること，作戦などにつ

いての話合いに貢献しようとす

ることなどや，健康・安全を確保

することができるようにする。 

 

・確認テ

スト 

・スキル

テスト 

・プリント

の記述 

・振り返り 

・受講態

度の観察 

・自己評

価 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

ダ
ン
ス 

振り付けの確認 

位置確認 

発表 

a: 感じを込めて踊ったりみんな

で踊ったりする楽しさや喜びを

味わい，イメージをとらえた表現

や踊りを通した交流ができるよ

うにする。踊り方の特徴をとら

え，音楽に合わせて特徴的なステ

ップや動きで踊ることができる

ようにする。 

b: ダンスの特性，踊りの由来と

表現の仕方，関連して高まる体力

などを理解し，課題に応じた運動

の取り組み方を工夫できるよう

にする。 

c: ダンスに積極的に取り組むと

ともに，よさを認め合おうとする

こと，分担した役割を果たそうと

することなどや，健康・安全に気

を配ることができるようにする。 

 

・振り付

けのテス

ト 

・振り返り ・受講態

度の観察 

・自己評

価 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

パス等の基本練習 

サーブ 

試合(シングルス、ダブルス) 

a: 勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい，基本的な技能や仲間と連携

した動きでゲームが展開できる

ようにする。ボールや用具の操作

と定位置に戻るなどの動きによ

って空いた場所をめぐる攻防を

展開できるようにする。 

b: 球技の特性や成り立ち，技術

の名称や行い方，関連して高まる

体力などを理解し，課題に応じた

運動の取り組み方を工夫できる

ようにする。 

c: 球技に自主的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを大切にし

ようとすること，自己の責任を果

たそうとすること，作戦などにつ

いての話合いに貢献しようとす

ることなどや，健康・安全を確保

することができるようにする。 

 

・確認テ

スト 

・スキル

テスト 

・プリント

の記述 

・振り返り 

・受講態

度の観察 

・自己評

価 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

パス等の基本練習 

シュート 

3 対３の戦術 

試合 

a: 勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい，基本的な技能や仲間と連携

した動きでゲームが展開できる

ようにする。ボール操作と空間に

走り込むなどの動きによってゴ

ール前での攻防を展開できるよ

うにする。 

b: 球技の特性や成り立ち，技術

の名称や行い方，関連して高まる

体力などを理解し，課題に応じた

運動の取り組み方を工夫できる

ようにする。 

c: 球技に自主的に取り組むとと

もに，フェアなプレイを大切にし

ようとすること，自己の責任を果

たそうとすること，作戦などにつ

いての話合いに貢献しようとす

ることなどや，健康・安全を確保

することができるようにする。 

 

 

・確認テ

スト 

・スキル

テスト 

・プリント

の記述 

・振り返り 

・受講態

度の観察 

・自己評

価 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


